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01. ここ数年における外国人観光客について 
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02. 外国人観光客を受け入れるメリット 
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観光客の増加 
まちの認知度向上 
新たな市場の開拓 

異文化交流 
新たな観光資源の発掘 
高い消費単価及び利益率 

国内観光客が少ない閑散期の集客 
商品やサービスの質の向上 
従業員の接客対応の質の向上 

その他 
特にメリットは感じない 
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・地域活性 
・観光消費額の増加 
・市民の意識向上 
・観光を通じたシビックプライドの醸成 
・自治体と地域と観光客のニーズの合致 
・定住人口の減少による消費額の減少を観光消費額で補う 
・商業施設などが潤い市の活性化に繋がる雇用の拡大にも期待 
・現金精算のため（団体ツアー）クレームが少なくホテルスタッフの負担減につながる 
・アジア系と欧米系で異なるため、一概に言えない 



03. 外国人観光客を受け入れるデメリット 
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案内表示など多言語対応ができていない 
受入体制整備に要する経費 

言語の違いから生じる地域住民の戸惑い 
文化の違いから生じる地域住民の戸惑い 

現金以外の支払い対応に迫られる 
夜中に騒ぐなどマナーやルールの違反 

治安悪化への懸念 
環境保全への懸念 

観光客増加（オーバーツーリズム） 
既存のお客様が離れてしまう恐れ 

違法民泊の蔓延 
その他 

特にデメリットは感じない 
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・レンタカーやレンタサイクルによる事故 
・二次交通対策 
・スキー場におけるバックカントリー増加による詳しいルールの制定および対応の検討が必要 
・宿泊施設の不足 
・温泉（入浴マナーの悪化、タトゥー入浴者の増加）  
・アジア系と欧米系で異なるため、一概に言えない 
・現状は感じていないが、今後急激な増加があった場合には可能性がある 



04. 案内サインやパンフレットなど 
     　観光用販促物の多言語化について 
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英語 
中国語（簡体字） 
中国語（繁体字） 

韓国語 
タイ語 

フランス語 
スペイン語 
ベトナム語 
ポルトガル語 
ドイツ語 

インドネシア語 
イタリア語 
ロシア語 
その他 
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・台湾語 
・モンゴル語 
・ヘブライ語 
・ヒンディー語 
・インド語 
・マレー語 

・トルコ語 
・アラビア語 
・アゼルバイジャン語 
・ポーランド語 
・チェコ語 
・ウズベク語 
・検討中 

N = 998 
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249 実施している 
実施する予定 
実施を検討中 
実施する予定はない 
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英語 
中国語（簡体字） 
中国語（繁体字） 

韓国語 
タイ語 

スペイン語 
フランス語 
ポルトガル語 
ドイツ語 
ベトナム語 
ロシア語 

インドネシア語 
イタリア語 

その他 
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N = 999 

05. 自治体運営の公式Webサイト、 
    　　モバイルアプリ等の多言語化について 

・台湾語 
・タガログ語 
・ミャンマー語 
・シンハラ語 
・タミル語 
・クメール語 
・ネパール語 
・マレー語 

・ベンガル語 
・トルコ語 
・アラビア語 
・アゼルバイジャン語 
・ポーランド語 
・スウェーデン語 
・デンマーク語 
・オランダ語 
・Google翻訳 
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運用する予定 
運用を検討中 
運用する予定はない 
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Facebook 
Instagram 
Twitter 
YouTube 
ブログ 
微博 

独自アプリ 
LINE 
微信 
その他 
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N = 998 

06. 訪日外国人観光客に向けたSNSの運用について 

・ココシル 
・tiktok 
・voyapon 
・検討中 
・未定 
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活用している 
活用する予定 
活用を検討中 
活用する予定はない 

N = 989 

07. インバウンド観光事業の推進における 
        　IOTの活用について 

デジタルサイネージを駅や観光案内所などに設置 
QRコードを活用した観光案内板および多言語観光パンフレット 
VR・AR・MRの活用 
AIによる観光案内や質問に回答するコンシェルジュ機能、ライブカメラでデータを収集し混雑状況をAIが分析 
デジタルパンフレットの配信、ALT（外国人教師）などによる町紹介動画の発信 
モバイルアプリの活用、旅ナカでモバイルで地図を読み込むような仕組み 
Wi-Fiの設置、ビーコンを使ったスタンプラリーと観光情報の発信 
音声翻訳機の活用、GPSを活用した多言語音声観光ガイド 
グループチャットでの案内所間情報共有 
キャッシュレス決済の導入による統計データの収集 
 
 
 
※ 予算の問題、費用対効果が見込まれない 
※ 受入環境整備やコンテンツの充実が優先、活用する場の確保に至っていない、事業化するほど外国人観光客は来ていない 
※ 調査中、未定 



08. インバウンド観光事業を推進するにあたり 
        現状で困っていること 
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多言語対応 
観光客を受け入れるための人材の不足 
受入体制の整備全般に関する予算の不足 

公共交通が行き届いていない 
カード決済など多様な精算方法の対応 

外国人による来訪の実態が把握できていない 
Wi-Fi 環境の整備 

観光客増加による宿泊施設の不足 
ハラールなど異文化対応 

外国人に受ける観光資源がない/わからない 
外国人観光客への PR 方法がわからない 

ルールやマナーの相互理解 
地震・台風など災害時の対応 

観光客は増えているが消費は増えていない 
急病・盗難などトラブル時の対応 

広域連携ができていない 
PR するための動画や写真など素材がない 

その他 
特に困っていることはない 
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・FIT 
・二次交通や宿泊施設の不足 
・次世代に向けたビジョンが薄い 
・主体的に活動できるチームの形成 
・受け入れるための環境整備や財源の不足 
・観光客は増えているが宿泊につながっていない 
・観光業者によって受け入れに温度差がある 
・観光地としての認知度が低い（特に欧米豪） 
・継続的な指標等数値の調査方法 
・職員負担増および人員の不足 
・受け入れに対する地域の理解や意欲がない 
・宿泊施設側が拒否感を示している 
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350 連携している 
連携する予定 
連携を検討中 
連携する予定はない 

N = 994 

09. インバウンド観光事業の推進における 
         　　官民連携について 

連携先 

観光協会、DMO組織 
商工会議所 

コンベンションビューロー 
ツーリズムビューロー 
インバウンド推進協議会 
飲食店、交通事業者 
宿泊施設、観光施設 

ゴルフ場 
ボランティア団体 
学生団体、留学生 

連携内容 

セミナーや研修会の開催、意見交換および情報共有 
モニターツアーの実施、SNSなどを活用した情報発信 
多言語ウェブサイトの運営、観光総合案内業務の委託 

海外プロモーション、トップセールス、商談会、旅行博への出展 
多言語パンフレットの作成、観光マップの作成、観光記事の制作 

着地型プログラムの造成、アニメコンテンツの活用 
観光モデルルートやマスタープランの策定、体験プログラムの開発 

受入体制の整備および強化、チャーター便やクルーズ船の誘致および受入 
人材育成、先進地視察の実施、地域コンセンサスの醸成 
キャッシュレス決済の実施、消費拡大キャンペーンの実施 
ホームステイの受入推進、訪日教育旅行などの誘致 
旅行商品の販売、インバウンド限定のサービス提供 
ムスリム対応、おもてなし運動、ツアーデスクの配置 

アンケート調査、宿泊者統計調査、周遊バスの運行実証実験 
補助金の交付、多言語翻訳機能を備えたタブレットの配布 
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289 連携している 
連携する予定 
連携を検討中 
連携する予定はない 

N = 986 

連携先 

近隣市町村 
同沿線市町村 
県外の市町村 
都道府県 
DMO組織 
観光推進機構 
広域連携協議会 

ツーリズムビューロー 
コンベンションビューロー 

連携内容 

セミナーや研修会の開催、SNSなどを活用した情報発信 
誘客プロモーション、観光推進PR、海外での商談会に参加 

多言語パンフレットの作成、PR動画の作成、観光サイトの共同運営 
海外インフルエンサーの招請、ファムツアーの実施、教育旅行向け農泊体験 
旅行商品の造成、体験プログラムの開発、観光資源のブラッシュアップ 

受入体制の整備および強化、クルーズ船の受入 
モニターツアーの実施、海外メディア招聘、コンベンション誘致 
通訳ガイドの育成、先進地視察の実施、地域コンセンサスの醸成 
旅行博への出展、物産展の開催、名産品の日本遺産認定申請 

観光マップの作成、周遊ルートの開拓、県内全域の観光情報などの提供 
二次アクセス整備、シャトルバスの運行、外国人向けフリーパスの発行 
ドライブルートの設定、シェアサイクル、サイクルツーリズムの実施 
アニメ・サブカル・マンガのブランディング、スタンプラリーの実施 

補助金の交付、公共無料Wi-Fiの整備運用 

10. インバウンド観光事業の推進における 
         　　広域連携について 



11. 自治体への問い合わせについて 
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観光情報 
交通機関 
宿泊施設 

飲食店や土産物店 
他地域の観光情報 

観光案内所 
宿泊予約の手配 

両替 
怪我や病気をした時 

事故やトラブルに見舞われた時 
その他 
特になし 
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メニューや予約システムなどの多言語化 
Wi-Fi 環境の整備 

多様な精算が可能な決済システムの導入 
店舗や施設の PR 

外国人観光客に関する各種データの提供 
外国語を話せるスタッフの配置 

ハラールなど異文化対応 
その他 
特になし 
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外国人観光客から 

民間事業者から 

・二次交通 
・観光地への行き方 
・観光バスの駐車場 
・手荷物の預かり 
・ガイド 
・農家民泊  

・アニメ 
・SNS映えするポイント 
・アクティビティ 
・イベントや祭り 
・忘れ物 
・入山規制情報  

・アプリの導入 
・交通渋滞緩和 
・規制緩和 
・マップの多言語化 
・自動翻訳機の支援 
・支援制度の照会 
・宿泊施設の増加 
・観光PRの促進 

・実証実験のサポート 
・駐車スペースの確保 
・ゴミ処理の仕方の周知 
・施設やトイレの改修 
・デジタルサイネージの設置 
・接客や英会話の講座 
・多言語の問い合わせ対応 
・地域のキーマンの紹介 
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パンフレットの多言語化 

案内表示板の多言語化 

Wi-Fi 環境の整備 

ホームページの多言語化 

トイレの洋式化 

観光案内所の整備 

人材育成や受入体制などの講習会 

決済システムの導入 

タブレット端末の導入 

デジタルサイネージの多言語化 

通訳の配置 

その他 

活用していない 
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12. インバウンドに関連する事業における 
      予算や補助金(助成金)の活用ついて 

・PR動画制作 
・モニターツアーの実施 
・体験事業新設経費 
・専門人材の活用 
・臨時職員採用 
・留学生の受入 
・商品造成の助成 
・海外セールス 
・外国人観光客動向調査 
・観光案内所の運営  

・宿泊施設の整備促進 
・多言語MAPの作成 
・多言語コールセンターの利用 
・プロモーションや情報発信 
・英語メニューの作成支援 
・まちなか歩き案内アプリ導入 
・翻訳機の導入およびレンタル 
・レンタカー利用に対する助成 
・外国語観光案内システムの運用 
・補助金交付  



13. その他 
インバウンドで話題になる素材や時期は予想がつかず、常に備えていることが必要と思います。 
当町では、森林浴発祥の地であることが話題となりつつあり、受入対策を考えていきたいと考えています。 

インバウンド誘致支援について、主に地域連携DMO、観光関連団体を通じて推進を図っており、今後もその方向性を考えている。 

まだまだインバウンドに対応できるような体制ではない。 

外国人住民は増えており、対策や支援は進んでいますが、観光は市として重点度が他の項目より低く、予算がインバウンドに 
回せていない現状です。 

観光資源が乏しく、国内の観光客もほとんど見られない中、さらに外国人まで手を出せる余裕がない。 

情報発信も重要だが、その前に受入整備が大切。（多言語案内看板など正確に伝わるもの） 

他の自治体はインバウンドに向けて官民連携協定を結んでいるが、当市では連携するポイントや将来性がわからずに悩んでいる 
ところです。 

台湾のバスツアー会社からの問い合わせあり。 

本市では市内在住の外国人の方に対する言語対応は行なっておりますが、外国人観光客の受け入れについては、住宅街が多い市域 
であるため、市による積極的なインバウンド施策は現在のところ行なっておりません。 

観光地、アクセスが不便なので、積極的なインバウンド対策はできておりません。 
 
 
 
 
 
※ その他、弊財団運用の多言語観光情報サイト「Guidoor（ガイドア）」に関する問い合わせが多数あり 


